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中
世
源
氏
学
の
形
成

―
―
『
山
下

水

』
の
性

質

と
成

立
を

め

ぐ

っ
て
―
―

松

原

志

伸

一
、

は

じ

め

に

 

源
氏
物

語

の
注
釈

書

で
あ

る

『
山

下
水
』
は
、

未
完

の
注
釈
書

で
あ
り
、

現

存

す
る
伝
本

の
数

も
少

な

い
。

そ

の
た
め
膨
大

な
数

に
上

る
源
氏

物
語

の
注
釈
書

の
中

で
は
、

さ
ほ

ど
目
立

つ
も

の

で
は
な

い
。

 

し

か
し
、

『
山
下
水

』
の
著
者

三
条

西
実
枝

は
、

祖
父
実

隆
、

父

公
条

に

続

い
て
三
条

西
家

の
源
氏

学

を
継
承

し
、

発
展

せ
し

め
た
、

源
氏
物

語

研

究

史
上

で
も

重
要

な
人
物

で
あ

る
。

三
条

西
家

の
源
氏

学

は
、
天
皇

を
中

心

と

す
る
宮

廷
社
会

に
留

ま

ら
ず
、

歌
人

・
連
歌

師

に
ま

で
広

く
影

響

し
、

そ

の
伝
播

は
地
方

に
も

及
ん

だ
。

そ

の
内

容

で
注
目

す

べ
き

は
、

そ
れ

ま

で
用

い
ら

れ
て

い
た
河
内

本
系

統

の
本
文

を
、
青

表
紙

本
系
統

の
本

文

へ

と
定
着

さ

せ
た

こ
と

で
あ
る
。

三
条

西
家

は

『
弄
花
抄

』

よ
り
、

そ

れ
ま

で
河
内

本
系
統

に
よ

っ
て

い
た
本
文

を
、
青

表
紙

本
系

統

の
本

文

に
よ

っ

て
注

を
施

し
て

い
る
。

同
時

に
実
隆

は
青
表

紙
系

統

の
本
を

用

い
て

『
証

本

源
氏

物
語
』

を
作

成

し

て
い
る
。

注
釈

と
本
文

は
絶

え
ず

深
く
関

わ

り

合

っ
て

い
る
も

の
だ

が
、

青
表

紙
本

系
統

の
本

文
は
、

三
条

西
家

の
源

氏

学

の
深
ま

り
に
よ

っ
て
定

着

し

て

い

っ
た
と

い
え

る
で
あ

ろ
う
。

 

『
山
下
水

』

は
、

そ

う
し

た
三
条

西
家

の
源

氏
学

を
受

け
継
ぎ

、

そ

の

読
み
が
深
ま
り
定
着
し
て
い
く
形
跡
を
、
未
完
で
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て

は
っ
き
り
と
留
め
て
い
る
と
い
え
る
。
本
稿
は
、
『山
下
水
』
に
混
在
す
る

注
釈
の
性
質
か
ら
そ
の
成
立
過
程
の
考
察
を
試
み
る
も
の
で
あ
る
。

 

『山
下
水
』
の
伝
本
の
う
ち
、
主
な
も
の
は
、
天
理
図
書
館
蔵
本

・
宮

内
庁
書
陵
部
蔵
本
の
二
本
で
あ
る
。
天
理
図
書
館
蔵
本
は
実
枝
の
自
筆
と

さ
れ

(以
下

「実
枝
本
」
と
称
す
)、
書
陵
部
蔵
本
は
中
院
通
村
に
よ
る
実

枝
自
筆
本
の
写
本
で
あ
る

(以
下

「通
村
本
」
と
称
す
)。
こ
の
通
村
本
を

さ
ら
に
転
写
し
た
も
の
に
、
麻
生
家
本

(現
在
慶
應
義
塾
大
学
付
属
研
究

所
斯
道
文
庫
に
寄
託
)
が
あ
り
、
そ
れ
に
つ
い
て
は
す
で
に
『三
田
国
文
』

第
二
十
八
号

(平
成
十
年
九
月
)
に
、
「麻
生
家
本

『山
下
水
』
の
書
誌
的

報
告
」
と
し
て
、
『山
下
水
』
諸
本
と
合
わ
せ
て
書
誌
報
告
を
行
っ
た
。
そ

の
後
、
天
理
図
書
館
の
御
厚
意
に
よ
り
実
枝
本
を
調
査
す
る
機
会
を
得
た

の
で
、
今
回
の
考
察
に
必
要
な
書
誌
に
関
し
て
は
多
少
改
め
て
紹
介
を
さ

せ
て
い
た
だ
い
た
。
資
料
の
閲
覧
に
あ
た
っ
て
お
世
話
に
な

っ
た
天
理
図

書
館
の
方
々
、
そ
の
際
に
様
々
な
ご
教
示
を
賜
っ
た
岡
鴬
偉
久
子
氏
に
、

こ
こ
に
記
し
て
深
く
御
礼
を
申
し
上
げ
た
い
。
ま
た
資
料
の
掲
載
を
快
諾

し
て
く
だ
さ
っ
た
宮
内
庁
書
陵
部
の
方
々
や
、
本
稿
作
成

に
ご
指
導
を

賜

っ
た
川
上
新

一
郎
先
生
、
室
伏
信
助
先
生
、
関
場
武
先
生
の
諸
先
生
方
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中院通村写 『山下水』竹河巻末 宮内庁書陵部蔵
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に
対

し
て
、

重

ね
て
深

甚

の
謝
意

を
捧
げ

る
次
第

で
あ
る
。

 

 
 

 

二
、

『
山

下

水

」

に

混

在

す

る

五

種

類

の

体

裁

 

実
枝

本

は
全
部

で
二
十

六
冊

で
あ

る
が
、
項

目
語
彙

と
注

記
内

容

の
相

違

な

ど

に
よ

っ
て
、

甲
本

(十

八
冊
)

と
乙
本

(
八
冊
)

の

二
種

類

に
大

別

さ

れ

て

い
る
。

こ
の
甲
本

の
う
ち

二
冊
が
、

他

の
二
十

四
冊

と
装
訂

や

寸

法

が
異

な
り
、

甲
本

第

一

(十

六
冊

)
と
甲

本
第

二

(
二
冊
)

に
分

け

ら
れ

る
。

甲
本
第

二
の

二
冊

は
縦

一
〇

・
八
糎

×
横

一

一
・
七
糎

、

そ

の

他

の
二
十

四
冊

は
縦

七

・
五

糎

か
ら
七

・
九
糎

×
横

一
〇

・
○
糎

か
ら

一

〇

・
七
糎

で
あ

る
。

 

通
村

本

は
、
実

枝
本

の
甲

本

の
写

し

で
あ
り

、
乙
本

は
混

ざ

っ
て
い
な

い
。
桐

壺

が

二
冊

あ

り
、

ま
た
実
枝

本

甲
本

で
現
存

し

て

い
な

い
巻

も

あ

り
、
全

部

で

二
十

二

冊
と

な
る
。

大
き

さ
は
全

て
統

一
さ

れ
、
縦

一
四

・

五
糎

×
横

二
〇

・
五
糎

と
、

実
枝

本
よ

り

ひ
と
ま

わ
り
大

き

い
。

 

こ
の
通
村

本

は
、
竹

河
巻

の
巻
末

に
、

「
三
光

自
筆
本

形
也

」

と
し

て
、

前

述

し
た
実

枝
本

の
二
種
類

の
大

き
さ

を
図
示

し
、
更

に
様

々
な
原
本

に

関

す

る
情
報

を
書

き
残

し

て

い
る

(図
版
参

照

)
。

 

通
村

が
書

き
留

め

た
情
報

は
、

通
村

が
書

写

し
た

『
山
下

水
』

二
十

二

冊

に
お

い
て
、
表

紙

の
色

や
料
紙

な
ど
装

訂

に
関
す

る
も

の
、
外

題

に
関

す
る

も

の
、

行
数

に
関

す

る
も

の
、

の
三
点
を

中
心

と
す

る
。

こ
れ

ら

の

情

報

は
、

現
存

す
る
実

枝
本

と
照

ら
し
合

わ

せ
な
が

ら

み
て

い
く
と
、

正

確

で
信

頼

の

で
き
る

も

の
で
あ

る
こ
と

が
分

か
る
。

 

表
①

に
、

通
村

本

の
竹
河

巻
末

注
記

と
実
枝

本
外

題
、
通

村
本

外
題

と

扉

題

を

一
覧

に
し
た
。

各
巻

の
情

報

と
実

際

の
外
題

に

つ
い
て
参

照

し

て

い
た

だ

き
た

い
。

 

ま
ず
、

装

訂

に
関
し

て

で
あ

る
が

、
次

の
三
種

類
が

通
村

に
よ

っ
て
指

摘

さ

れ
て

い
る
。

 

a
 

紙

ウ

ス
ヤ
ウ
也

鳥
子
本

大
和

閉
也
無

表
紙

 

b
 

此
朱

ノ
内

ノ
折

本
残

四
冊
滋

表
紙
薄

紅
外

題

 

c
 

薄

様
鳥

子
大
和

閉
也
本

表
紙

萌
黄
外

題
薄

紅

 

外
題

は
次

の
三
種
類

に
分

け
ら

れ
る
。

 

A
 

 
「
山

下
水

」

の
下

に

「
巻
名

」
も

し
く

は

「巻

名

の

一
部
」

が
書

 
 

 

か
れ
る
。

 

B
 

「巻

名

」
又
は

「
巻

名

の

一
部

」
と
共

に

「第

X

(数

字

)
」
が
書

 
 

 

か

れ
る
。

 

C
 

「
巻
名

」

も
し

く
は

「
巻
名

の

一
部

」

が
書

か
れ

る
。

 

以
上

の
点

を
実

枝
本

と
合

わ
せ

て
み

て

い
く

と
、
装

訂

a
の
外
題

は

A

B
C

す

べ
て

の
パ
タ

ー

ン
が

あ
り
、

装
訂

b
と

c
に
関

し

て

は
、
外

題

は

A

の
み
と
な

る
。

よ

っ
て
そ

の
体
裁

は
、

以
下

の
五
種

類

に
分

類

さ

れ
る

こ
と

と
な

る
。

 

1
装

訂

a
外
題

C

n
桐
壺

か
ら
花

宴

の
八
冊
。

 

H
装

訂
b

外
題

A

"
桐

壺

、
初
音

、
胡
蝶

、
蛍

の
四
冊
。

 

m
装

訂

c
外
題

A

11
常
夏

・
筆
火

・
野
分
、
行

幸

の
四
巻

二
冊
。

 

W
装

訂

a
外
題

B

11
若
菜
上

、
若

菜
下

、
夕

霧
、
御

法
、

幻

の
五
冊

。

 

V
装

訂

a
外
題

A

11
匂
宮
、

紅
梅

、
竹

河

の
三
冊
。

 

な

お
、
行

数

に
関

し

て
は
、
「
自
梧

至
宴

十
行

也
」

が

ー

に
、

「
若
菜

ヨ

リ

末

ハ
十
三

行
也

」

は
W

に
、

「
十

六
行

掛
也
」

は

m

に
相

当

す

る
。

 

こ

の
よ

う

に
体

裁

が

五

つ
の
グ

ル
ー
プ

に
分

類

さ

れ

る

と

い
う

こ
と

が
、

『
山
下
水

』
に

お

い
て
ど
の
よ

う
な
意

味
を

持

つ
の
か
、
検

討

を

し

て

い
き

た

い
。

一3一



表
①巻

名

通
村
本竹

河
巻末

実
枝
本
甲本

①外題

実
枝
本
甲
本②外題

実
枝本

乙
本外題

通
村本

外
題

通
村
杢扉

題

桐
壺

山
下
水
第
一

梧
一

山
下
水

第
一

梧

山
下
水
桐

山
下
水
桐
/箋

桐
壺

(
題
按)

山
下
水桐

壺

山
下
水
壺

山
下
水
壺

帯
木

木
二

第
二
木

山
下水

帯
木

第
二
帯
木

空
蝉

空
三

第
三
空

空

山
下
水
空
蝉

第
三
空
蝉

夕
顔

克
四

第
四
克

夕
克

山
下水

夕
顔

第
四
夕
顔

若
紫

若
紫
五

第
五
若紫

若
紫

山
下水

若
紫

第
五
若
紫

末
摘
花

末
六

第
六
末

(
な

し)

山
下水

末
摘
花

第
六

紅葉

賀

賀
七

第
七
賀

山
下水

紅
葉
賀

第
七
賀

花宴

宴
八

第
八
宴

(
な

し)

山
下水

花
宴

第
八
宴

葵

葵

賢木

榊

初
音

(
外
題
同
筆
様
同桐

壺)
*
1

初

山
下水

初
音

初
子

胡
蝶

(
外
題
同
筆
様
同桐

壺)

山
下水

胡
蝶

山
下
水
胡
蝶

蛍

(
外
題
同
筆
様
同桐

壺)

山
下水

蛍

山
下
水
蛍

常夏

山
下
水
常
夏
篭
火
野
分

(
題
策
貼
付
跡)

山
下水

常
夏
篭
火
野
分

山
下
水
常
夏筆

火
野
分

篶
火

野
分

行
幸

(

又

如
此)

*

2

(
題
簸
貼
付
跡)

山
下水

行
幸

山
下水

行
幸

若菜

上

若
朱
上
也

若
(
朱)

山
下
水
若

若(
朱)

若
菜
下

菜
下
也
/
若
下
端
二
在
之

菜
(

朱)
*

3

山
下
水
菜

菜(
朱)

/
若
下

夕
霧

霧
朱

霧
(
朱)

山
下
水
霧

霧(
朱)

御
法

法
朱

法
(
朱)

山
下
水
法

法(
朱)

幻

幻
朱
/
法
墨

幻
(
朱)

/
法

山
下
水
幻

幻
(朱

)

/
法

匂
宮

匂
如
此左

二

書
之

山
下
水
匂
*
4

山
下
水
匂

山
下水

匂
*
4

紅
梅

紅
匂
二

同
之

山
下
水
紅
*
5

山
下
水
紅

山
下水

紅
*
5

竹
河

山
下
水竹

如
此
右也

山
下
水
竹
*
6

山
下
水
竹

山
下水

竹

*1題 簑 の 「桐 壺」 の下 に書か れて いる。

*2常 夏 ・野分 ・篶 火の横 に書 かれ てい る。

*3表 紙 の左端 上 に 「若 下」 とあ る。

*4「 山下水 」左下 に 「匂」 とあ る。

*5「 山下水 」左下 に 「紅」 とあ る。

*6「 山下水 」右下 に 「竹」 とあ る。
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三
、
桐
壺
巻
か
ら
の
問
題
提
起

 

こ
こ

で
、

通
村

本

に
桐
壺
巻

が

二
冊
あ

る

こ
と

に
注
目

し

た

い
。
通

村

本

の

「
山
下

水
桐

」
は
実

枝
本

の

「
山
下
水

第

一
梧

」
の
写

し

で
あ
る

が
、

も
う

一
冊

の

「
山
下
水

壷
」

に
該
当

す

る
も

の
が
実

枝
本

に
は
な

い
。

と

こ

ろ
が
、
通

村

に
よ

る
記
述

で
装
訂

b

の
記
述

の
横

に

「桐

壺
/

(改
行

)

一
み
こ

ハ
か
く

て
も

ー
是

よ
り
末
也

」

と
あ

り
、

こ

の

一
文

は

「
山
下

水

壺

」

の
冒
頭

の

一
文
と

一
致

す
る
。

 

巻
名

を
分

け

て
記
し

た
も

の

に
、
若
菜
巻

が

あ

る
。
若
菜

上
巻

を
「
若

」
、

下
巻

を

「
菜

」

と
す

る
。

こ
の
桐
壺

の
巻

も
、

一
見

一
つ
の
巻
を

二
冊

の

上
下

に
分

け

て
書

か
れ

た
も

の

の
よ
う

に
み
え

る
。

し

か
し
、
注

釈

の
項

目
を

み
る

と
、

「壺

」

に
は
巻
名

や

発
端

に

つ
い
て
の
注
記

こ
そ

な

い
が

、

内

容

は
巻

の
全
体

に
わ

た

っ
た
も

の

で
あ

り
、
ま
た
重

な

る
項
目

も
多

い
。

と
な

る
と
、

こ
の
桐

壺
巻

に
は
、

『
山
下
水

』
の
注
釈
書

が

二
冊
存

在

す
る

こ

と
に
な

る
。

 

具
体

的

に
通
村
本

の

「
山

下
水
桐

」

(以
下

「桐

」
と
称

す
)
と

「
山

下

水
壺
」

(以

下

「壺

」

と
称
す

)
を

比
較

し

て
み
る

と
、

「桐

」

は

一
二
四

項
目
、

「
壺

」
は

二

一
五
項

目
あ

る
。

こ

の
う

ち

「桐

」
に
お

い
て
八

三
項

目
、

「壺

」

に

お

い
て

は
八

四
項

目

が
共
通

す

る
項
目

で
あ

る

(「
桐
」

の

「
み
こ
は

ー
れ

い
な
き

」
の

一
項

目
を
、

「
壺

」
で
は

「
み
こ
は

か
く

て
も
」

と

「
か

〉
る
ほ

と

に
さ

ふ
ら

ひ
給

れ

い
な

き

こ
と
な

れ

は
」

の
二
項
目

に

分
け

て
説
明

し

て

い
る
な
ど
、

項
目

の
立

て
方

が
異

な

る
)
。

 

こ
の
共
通

項
目

に

つ
い
て
、

「
桐

」
と

「
壷

」
を
見

比

べ
る

と
、

注
釈

内

容

に
大
き

な
違

い
を

み
る

こ
と
が

で
き

る
。

 

注

釈
内
容

の
違

い
と

い
う

の

は
、
簡
単

に

い
う

と
、

「桐

」
に
は
実
枝

の

独
自

注

が
多

く
、

「
壺
」
は

『
山
下
水

』
以
前

の
注

釈
書

を
引

用

し
た

だ
け

の
注

が
多

い
と

い
う

こ
と

で
あ

る
。

ま
ず

「
壺
」

か
ら

み

て

い
く
と
、

全

二

一
五

項
目
中

、

一
九

九
項

目
は

「
河

(
も
し
く

は
可
)
」
「
申

」
「
玉
」
「
抄
」

「耳

」

と

い

っ
た
略

号

を
用

い
て
引

用

し
て

い
る
。
略

号

の

み
記

し

て
注

釈

を
省

略
し

て

い
る
も

の
も

あ
る
。

残

り

の
項

目

に

つ
い
て
も

、

一
項
目

は

『奥

入
』

か
ら
引

歌

を
載

せ
、

二
項
目

は
項

目

の
み

で
注

釈

が
な

く
、

三
項

目

は
通
村

の
書

入

と
見

ら
れ

る
。

ま
た

二
項

目

は
略
号

は

な

い
が
、

や

は
り

注
釈
書

か
ら

の
引

用

で
あ

る
と
思

わ

れ
る
。
以

下
、
例

示

で

は
「
桐
」

「壺

」
の
下

に
該
当
項

目

の
本
文

部

分
を
記

し
、

(

)
内

に
は

『
源

氏
物

語
大

成
』
の
頁

と
行

数
を

示
し

、
さ

ら

に
そ

の
下

に
注

釈
部
分

を

記

し
た
。

 

「
壺
」

は

》
君
も

と

み

に

二

二
2
)
 

河

は

ン
君
と

み
ト

ハ
き

と
ト

 
 

云
也
 

急

ノ
心

也
 

伊
勢

物
語

二
し
は
す

は

か
り

に
と

み
の

こ
と

〉

 
 

て
御

ふ
み
あ

り
ト

 
右

の
注
釈
部

分

は

『
河
海
抄

』

で
は

「
と

み

に
と
は
き

と

ン
い
ふ
也

急

の
心
也

伊
勢
物

語

云
し

は
す

は
か

り

に
と
み

の
こ

と

〉
て
御

文

あ
り

」

と

な

っ
て
お
り
、

ほ
ぼ
同

文

で
あ
る

と

い
え
る
。

 

「
壺

」

か

〉
る
と

こ
ろ

に

(
二
八

4
)
 

ツ
イ

ニ
ネ
カ

イ

ノ

コ
ト
ク

ム

 
 

ラ
サ

キ
ノ

ウ

ヘ
ノ
チ

ニ
ハ
ニ
条

院

ニ
ス
ミ
給

ヘ
ル
ナ

リ

 
右

は
、
注
釈

書

か
ら

の
引
用

を
示

し

て

い
な

い
が
、
『
花
鳥

余
情

』
の
「
つ

ゐ

に
は
ね

か
ひ

の
こ

と
く
紫

上

の
ち

に
は

二
条

院

に
す

み
給

へ
る
な

り
」

か
ら

の
引

用

だ
と

思
わ

れ

る
。

 

一
方

で

「桐

」

は
、

注
釈
名

を

あ
げ

て

い
る
も

の
も
あ

る
が

、
断

り
な

く

引

用
し

て

い
る
も

の
も

多

い
。

『花

鳥

余
情

』

は

一
四
箇

所

の
引

用

が

「
艸
」

と

し

て
示
さ

れ
、

一
箇
所

の
み
引
用

と
思

わ
れ

る
箇

所

が
あ

る
。

し

か
し

『河
海

抄

』

に

つ

い
て
は
、

八
箇

所

は
引

用
で
あ

る

こ
と

を
示

す
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が
、

二
七
箇

所

あ
ま

り
特

に

「
河

(
も
し

く
は

可
)
」
と

い

っ
た
断
り

が
な

く
、

『
河
海

抄
』
を
引

用
し

て

い
る
と
思

わ

れ
る
も

の
が

あ

る
。

し

か
し

こ

れ
ら

を
引
用

し

た
だ

け

で
は
な
く
、

そ

こ

に
批
判

や
独
自

の
解

釈
を
加

え

て

い
る

の
が

「
桐

」

の
大

き
な
特
徴

で
あ

る
。

こ
こ

で
は
具
体

例
を

一
つ

挙

げ

て
、

「壺

」
と

「桐

」
を

比
較

し

て
、
諸

注

と
合

わ
せ

て
み

て
い
き
た

 

 

 
 

(7
)

い
。

ま
ず
本

文

を
あ
げ

て
お
く
。

 

 

国

の
祖

と
成

て
、

帝

王

の
上

な
き

位

に
上

る

べ
き
相

を

は
し

ま
す
人

 

 

の
、

そ
な

た

に
て
見

れ
ば
乱

れ
憂

ふ

る

こ
と
や
あ

ら
む
。

お
ほ
や
け

 

 

の

か
た
め

と
成

て
、
天

下
を

た
す

く

る
方

に
て
見

れ
ば
、

又
そ

の
相

 

 

た
が

ふ

べ
し
。

(新

大
系

一

「
桐
壷

」

二
〇
頁

)

 

高
麗

の
相

人

が
幼

い
光
源

氏

の
相

を

観

て
述

べ
た

こ
と
ば

で
、
光

源
氏

の
予
言

と

も
と

れ
る
、
物

語

の
構
想

と

大

い

に
関

わ

る
箇

所

で
あ

る
。

 

こ
こ

の
注

釈

は
、

「壺

」

に

お
い
て

は
、

『花

鳥
余

情
』

『弄
花

抄
』

『
明

(9

)

星
抄
』

を

そ

の
ま
ま
引

用
し

て
並

べ
て

い
る
。

 

「壺

」

く

に
の
を
や

と
な

り

て

(
二
〇

10
)

 

 
卵

国

ノ
を

や
ト

ナ

ル
ト

ハ
六
条

院

ノ
太

上
天
皇

ノ
尊

号

ヲ
得
給

ヘ
ル

 

 
事

ヲ

イ

ヘ
リ
 

み
た
れ

う

れ
ふ
る

ト

ハ
す
ま

ヘ
ウ
ツ
サ

レ
給

ヘ
ル
事

 

 
也

お
ほ

や
け

の
御

か
た

め
ト

ハ
摂

政
関

白

ノ
天

子
ヲ
輔

佐

シ
タ
テ

 

 

マ
ツ
ル
事
也
 

源
氏

ノ
君

ハ
つ
ゐ

二
尊

号

ヲ
得

給

ヘ
リ

シ
カ

バ
お
ほ

 

 

や
け

の
御

か
た

ニ
ハ
其

相

タ
カ

フ
ト
云
也

 

 

玉
云

又
そ

の
さ
う

た

か
ふ

へ
し
ト

ハ
大

や
け

ノ

カ
タ

メ
ト
成
給

ナ

ハ

 

 
乱

レ
ウ

レ
フ

ル
事

ノ
相

ハ
タ
カ

フ

ヘ
シ
ト
相

シ

ケ

ル

ニ
ヤ
 
花
鳥

ニ

 

 

ハ
大

や
け

ノ
カ

タ
メ

ト
成

給

ヘ
キ

相

ト
見

レ

ハ
又

つ
ゐ

二
太
上

天
皇

 

 

ノ
尊
号

ヲ
得

給

ヘ
ル
故

二
其
相

タ

カ

フ
ト
云

ト
云
ζ

 

 
浄

梵

王
太

子
誕
生

之
時

阿
私
多

仙

人
奉

相
之

語
甚
相

似

之

 

 
少

此
段
花

鳥

ノ
儀
非

欺

 
言

ハ
始

メ

ヨ
リ
国

ノ
オ
ヤ

ト
成

テ

ア
ラ

ハ

 

 

ア

シ
カ

ル

ヘ
シ
 

天
子

ヲ

タ

ス
ク

ル
方

ニ
テ
ア
ラ

バ
乱

レ
愁

フ

ル
カ

 

 

タ
タ

カ
ヒ

テ

ヨ
カ

ル

ヘ
シ
ト
也

 

「艸

」

は

『花

鳥
余

情
』
、

「
玉
」

は

『弄

花
抄
』
、
「
少

」
は

『
明

星
抄
』

を

示
し

、
そ

れ
ぞ

れ

ほ
ぼ
同

文

を
引
用

し

て

い
る
。

 

一
方

「
桐

」
の
中

で
は
、

同
じ
箇

所

の
注
釈

を
次

の
よ
う

に
し

て

い
る
。

 

「
桐

」
国

の

お
や

と
成

て

(
二
〇

10
)

 

 
花
鳥

ノ
評
判
相

違

ア
リ
 

乱

レ
愁

フ
ル
ヲ
左
遷

ノ
事

ト
云
く
非
也

 

 
宗

舐

力
説
又
相

違

ア
リ
 

天
下

ノ
輔
佐

ノ
人
臣

二
下

ラ

レ

ハ
み
た

れ

 

 
然

二

(稿

者

注

"
実

枝

本

「
愁
」
)
相

カ
タ

カ
フ

ヘ
シ
ト

云
ミ
非

也

 

 
箋

正
義

云

源

ノ
其

生

レ
有

可

登

天
位

之
相

 
若
如

此

者

必

可

謬
二
其

 

 
身

一然
時

ハ
人

臣

二
下

テ
国

家

ノ
扶

佐

ト

ノ
可
為

吉
歎

ト
相

レ

之

又

 

 
臣

下

ニ
モ
成
遂

マ
シ

キ
ト
也

 

 
果

ノ
後

ニ

ハ
得

尊

号
給

シ
カ

バ
大

や

け
ノ

か
た
め
ト

見

ル

モ
又
其
相

 

 

た
か

ふ

へ
し

ト
也
 

此
末

ノ

一
段

ハ
花
鳥

説
可

然

 

 
宗

舐

ハ
又

ノ
字

相
違

セ
リ

 

 

三
代

実

録
…

…

(以
下

略
)

 

『明

星
抄

』
を
う

け

る
形

で
あ

る
が
、

『
花
鳥
余

情
』
が

「
国

の
祖

」
を

准

太
上

天
皇

の
位

と
し

、
「
乱

れ
憂

ふ
る

こ
と
」
を
須

磨
調

居

で
あ

る
と

す

る

の
を

批
判

し

て

い
る
。

さ
ら

に

「
又
」

の
解

釈

に

つ
い
て
、
宗

祇

の
説

で

「
天

下

ノ
輔

佐

ノ
人

臣

二
下

ラ

レ

ハ
み

た
れ
然

二
相

カ
タ

カ

フ

ヘ
シ
ト

云

々
」
と
さ

れ

て

い
た

ら
し

い
。

つ
ま

り
、

「
又
そ

の
相
た

が

ふ

べ
し
」
は
、

(臣
下

と
な

れ
ば

)
国

が
乱

れ
憂

う

る

こ
と
が
な

い
、

と
す

る
解

釈

に
対

し

て
、

『弄
花

抄
』
も

『
明
星
抄

』
も
、
同

様

に
解

し
て

い
る
と

こ

ろ
を

「
相

違

」
と
し

て

い
る
。
光

源
氏

は

「
天
位

之
相
」
で
あ

る
が

そ
う

な

る
と

「
必
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其

身

ヲ
謬
」

り
、

だ

か
ら

と

い

っ
て

「
又
臣

下

ニ
モ
成
遂

マ
シ
キ
」
相

で

あ

る
た
め
相

人

は
不
思

議
が

る

の
で
あ

る
。
結

局

は
准
太

上
天
皇

と

い
う

位

に

つ

い
た

こ

と

で
、

「大

や

け

ノ

か
た

め
ト

見

ル

モ
又
其
相

た

か

ふ

へ

し
」
の
謎
解

き

が
さ

れ
て

い
る

と

い
う

点

で
は
、

『花

鳥
余

情
』
の
説

も
同

じ

で
あ

る
と
す

る
。

 

こ

の
解
釈

は

「
桐
」

が

「
壼
」

に
対

し

て
、
実
枝

の
独

自
性

が
強

く
出

て
く

る

こ
と
を

示
し
、

ま

た
実

枝

の
解

釈

が
現
在

の
注
釈

に
も
大

き

く
影

響
を
与

え

て

い
る

こ
と
を

示
す
例

で

あ

る
と

い
え

る
だ

ろ
う
。

 

ま
た
注
意

が

必
要

と
さ

れ
る

の
は
、

「
箋
」
と

い
う
実
枝

の
独
自

注

を
あ

ら
わ

す
文
字

が
、

「
壺
」

に
は
見

ら
れ

ず
、

「桐

」

の
み

に
出

て
く
る

と

い

う
点

で
あ

る
。

こ

の

「
箋
」

に

つ
い
て
は
次
章

で
検

討

す
る
。

 

そ

の
他

の
相
違

点

と
し

て

い
く

つ
か
挙
げ

て

お
く
と
、

注
釈
項

目

の
本

文
引

用

の
仕

方

が
異

な
る

こ
と
が

指
摘

で
き
る
。

「
桐
」
が
短

め

に
項

目
を

立

て
、
省
略

な

ど
も

し

て

い
る

の

に
対

し
、

「
壺

」
は
長

め

に
本

文
を
引

用

す

る
。
ま

た
、

「桐

」

が
漢
字

表
記

が

多

い

の
に
対

し
、

「
壺
」

で
は

ひ
ら

が

な

で
表

記
さ

れ

て

い
る

こ
と

が
多

い
。

な
お
本

文
系
統

に
関

し

て
は
、

い
ず

れ
も
青

表
紙

本
系

統

で
あ

る
。

 

ま
た

「壺

」

は
引
歌

の
省

略
が

多

い
の
も

傾
向

の

一
つ
で
あ

る
。

 

「桐

」

(項
目

ナ

シ
 

一
〇

14
)
あ

る
時

は
あ

る

の
す

さ

ひ
に

に
く

か
り

 

 

き
な

く

て
そ
人

は
恋

し

か
り
け

り

 

「壺

」

な
く

て
そ

と
は

(
一
〇

14
)
 

可

奥
入

あ
る
時

は
あ

り

の
す
さ

 
 
ひ
1

 

以

上

の
よ
う

に
、

「壺

」
が
先
行

の
注

釈
書

を
引

用
し

た
も

の

に
留

ま

る

の
に
対

し
、
「
桐

」
で
は
そ

れ
ら

の
注
釈

書

を
吟
味

検
討

し
、
独

自

の
見
解

を

示
し

て
お
り

、

『山

下
水
』

の

「
桐

」
と

「壺

」
は
、
注

釈
態
度

の
違

う
、

性
質

の
異
な

る
注

釈
書

で
あ

る

と

い
え

よ
う
。

 
通

村

の
竹

河
巻

末
注

記

か
ら
分

類
し

た
五
種
類

の
体

裁

の
う

ち
、

「
桐
」

は
ー
、

「
壺

」

は
H

に
あ

た
る
。

「
桐
」

は
実
枝
本

と
通
村
本

の
両
方

が

現

存

す

る
が
、

「
壺

」
に
関

し

て
は
通

村
本

の

み
で
あ

る
。
竹
河

巻
末

注

記

に

よ
れ
ば

、

「壺

」

は
初
音

、

胡
蝶

、
蛍

の
巻

と
同
じ

「
滋
表

紙
薄

紅

外
題

」

と

い

っ
た
装

訂

で
あ

っ
た
筈

で
あ

る
が
、

外
題

が
剥

が
れ

た
た

め

に
、

こ

の
四
冊

は
散
逸

し

て

し
ま

っ
た

よ
う

で
あ

る
。

し

か
し
、
通

村

が

『
山

下

水

』
実
枝

本

を
書

写
し

た
際

に
は
ま
だ
揃

い
の
中

に
あ

り
、

「
紙

ウ

ス
ヤ

ウ

也
鳥

子

本
大

和
閉

也
無

表
紙

」
と
さ
れ

た
装
訂

の
桐
壺

巻

と
、

「
滋
表

紙
薄

紅
外

題

」

と

い

っ
た
装

訂

の
桐
壺
巻

の
、

二
種

類

の
注
釈
書

が

通
村

の
手

元

に
渡

っ
て
き

た

の
で
あ

ろ
う
。
通
村

は
、
『山

下
水
』
と
し

て
手

元

に
渡

っ

て
き
た

二
十

二
冊

を
、

同

一
の
装

訂

に
整

え

て
書

き
写

す

こ
と

に
し
、
外

題

は
す

べ
て

「山

下
水

」

と
そ

の
下

に
巻

名

を
記
す

形

で
統

一
し

た
。

そ

し

て
扉

題

に
、
原

型

の
外

題
を
残

す
形

を
取

っ
て

い
る
。

し

か
し
桐

壺

の

二
冊

に
関

し

て
は
、

そ

の
二
冊

の
注
釈
内

容

の
違

い
を
考
慮

し

て
、

便
宜

上
、
他

の
注
釈
書

と
統

一
を
図

り

「
山

下
水
桐

」
「
山
下
水

壺
」
と

外
題

に

記

し
、
「
桐

」
の
扉

題

に
わ
ざ

わ
ざ

、
実
枝

独
自

注

で
あ

る

こ
と
を

示

す
「
箋

」

を
書

き
加

え
た

の

で
は
な

い
だ

ろ
う

か
。

 
 
 
 
四
、

「箋
」

に

つ
い
て

 
周
知
の
こ
と
で
は
あ
る
が
、
『眠
江
入
楚
』
で
は
実
枝
の
注
記
を

「箋
」

と
し
て
載
せ
て
い
る
。
『眠
江
入
楚
』
の
料
簡

「此
抄
二
引
処
ノ
肩
付
」
に

は
、
次
の
よ
う
な
説
明
が
あ
る
。

 
 

一
箋
 
三
光
院
ノ
義
 
此
内
或
ハ
彼
抄
出
ノ
処
ア
リ
 
或

ハ
予
聞
書

 
 
ノ
処
ア
リ
 
然
而
若
菜
下
ヨ
リ
宇
治
十
帖

ハ
予
聞
書
ヲ
箋
ト
載
了
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桐
壺

ヨ
リ

明
石
巻

マ
テ

ハ
彼

抄

ノ
分

ヲ
箋

ト
書
 

予
聞

書

ヲ
箋
聞

ト

 

 
書

之
 

此

内
私

ト
書
之

者

予
今
案

之
義
也

 

又
諸

抄

二
不

注
之
処

二

 

 
肩
付

無
之

分

ハ
予

力
註

加
也
 

諸

抄

二
相

違
有

テ
其

外

二
今
案

ヲ
註

 

 
付

ル
分

ヲ
私

ト
註
之

了

 

「
箋
」

と

「
箋
聞

」

の
書

き

分
け

が
述

べ
ら
れ

て

い
る
が
、

い
ず

れ

に

し

て
も

三
光
院

即

ち
実
枝

の
独
自

説
を

「
箋
」

と

す
る

と
し

て

い
る
。

 

こ
れ

は
、

『山

下
水

』
の
中

で
、

実
枝

が
独
自

説

の
部
分

に

「
箋

」
と
付

し

て

い
る

こ
と

か
ら

き

て

い
る

と
思

わ
れ

る
。

 

「
常
夏

巻
」

五

せ
ち

の
君

(
八
四

三
4
)
少

云
近

江
君

ノ
官

女
云
ヒ

 

 
箋

日
不
審

 

「
篶
火
巻

」

や
り
水

の
ほ
と

り

(
八
五
六

4
) 

弄
云
篭

火

ハ
必
水

ノ

 

 
上

ニ
テ
タ

ク
也

 
火

ヲ
ヤ

カ
テ
消

ノ
涼

シ
ク

カ

マ

ヘ
タ

ル
也

云
ζ

 

 
箋

日
此
義

不
審

 
殊

二
ほ

と
り

ト
云

ヘ
ル
水
上

ト

ハ
聞

ヘ
ス
如
何

 

「
行
幸

巻
」

け

ふ

つ
か
う

ま

つ
ら

せ
給

へ
く

(
八
八
七

12
) 

箋

日
御

 

 
門

ヨ
リ
供

奉

ア

ル

ヘ
キ
由
御

気
色

ア
リ

シ
カ

ト

モ
故

障

シ
給

ヘ
ル
ト

 

 
云
訓

尺

ノ
注

ニ
カ

ケ
ル
詞
也

 
少

二
草

子
地

ト
ア
リ

不
可

然

 

父
公
条

や
祖

父
実

隆

の
注

釈
書

に
対

し

て
も

「
不

審
」

「
不
可

然
」
と
し

て
独
自

の
見
解

を
示

す
、
実

枝

の
強

い
姿
勢

が

「箋

」

に
み

る

こ
と
が

で

き

よ
う
。

 

そ
れ

に
し

て
も
、
何

故

「
箋
」

と

い
う
語

が
、
独
自

説

を
示

す
も

の
に

な

っ
た

の

で
あ

ろ
う

か
。
も

と

も
と

「
箋
」

は

「
ふ
だ
」

と

い
う
意

味

で

あ

り
、

「
付
箋
」

「
便
箋

」

な
ど

と
使

わ
れ

る
。

し

か
し

「
箋
注

」

と

い
う

よ
う

に
、
注
釈

な
ど

を
書

き
込

ま
れ

た
も

の
を
指

す

こ
と
も
あ

る
。
実

枝

は
、
源

氏
物
語

を
読

む
際

に
、
諸

注
を

検
討

し
な

が
ら

も
、
自

説

を
書

き

込

ん
だ
紙

を
付

箋

の
よ
う

に
挟

み
込

ん
で

い
き
、

あ
る
程

度

ま
と

ま

っ
た

と
こ

ろ
で
、

『
山
下

水
』
を

作
成

し
、
付

箋

の
注
記

を

「
箋

」
と
し

て
書

き

込

ん

で

い

っ
た

の
で
は

な

い
だ
ろ

う
か
。

と
な

る
と
、

「
壺

」
が
諸

注

集
成

的

な
性

質
を

持

ち
、
「
桐

」
に
な

る
と
独
自

注
が

現
れ

て
く

る

の
も
、

「
壷

」

の
段
階

で
は
ま
だ

付
箋

と
し

て
挟

み
込

ま
れ

て

い
た
独

自
注

が

、

「桐

」
を

作

成

す

る
段

階

で
、
「
箋

」
と
し

て
書

き
込

ま

れ
た
可
能

性

な

ど
が
考

え

ら

れ

て
く
る
。

 

こ
の
よ
う

に

「
箋
」

と

い
う

こ
と
ば

は
、
実

枝

の
独

自
性

を

示

す
も

の

で
あ

り
、

『
山
下
水

』
の
性
質

を
考

え
る
上

で
も

、
重
要

な

こ

と
ば

と
な

っ

て
く

る

の
で
あ

る
。

五
、
体
裁
と
注
釈
内
容
と
の
相
関
性
の
検
討

 

桐
壺

巻
が

「
桐

」
と

「
壺

」

で
注

釈
態
度

が

異
な

っ
て

い
る
と

い
う

こ

と
は
、

性
質

の
異

な

る
注
釈
書

が
、

通
村

本

『
山
下
水

』

と

い
う

一
見
統

一
さ

れ
た

二
十

二
冊

の
中

に
、
混
在

し

て

い
る
と

い
う

こ
と
を

う

か
が

わ

せ
る
。

そ

し

て
、

通
村

本
が
竹

河
巻

末

で
示

し
た

と
お
り
、

五
種
類

の
体

裁

の
違

う
注

釈
書

が
混

じ
り
合

っ
て

い
た
と

い
う

こ
と
は
、

そ

の
ま
ま

五

種

類

の
性
質

の
異

な

る
注
釈
書

が

混
じ

り
合

っ
て

い
た

こ
と

に
な
ら

な

い

だ
ろ
う

か
。

『山

下
水
』
は
従

来
、

甲
本

と
乙
本

と

い
う

二
種

類

に
分

類

さ

れ
て

い
た
が

、

そ

の
甲
本

と
さ
れ

る

二
十

二
冊

も
、

さ
ら

に
五
種

類

に
分

類

で
き
る

の

で
は
な

い
で
あ

ろ
う

か
。

 

こ
う

し

た
仮
説

に
立

っ
て
、

こ
こ

で
は
内
容

の
検
討

を
行

っ
て
い
き

た

い
。
方

法

と
し

て
、
「
桐

」

「壷

」

で
も
検

討

し
た

よ
う

に
、

ど
れ
だ

け
先

人

の
注

釈
書

を
引

い
て

い
る
か
、

ま
た

は

「
箋

」

と
し

て
の
実

枝

の
独
自

注
が

み
ら

れ

る
か
を
数

値
化

し
、

分
類

を
試

み
た

。
そ

の
際
、

通
村

本

二

十

二
冊

の
分
類

が
目
的

と

な
り
、

ま

た
実

枝
本

は
桐

壺

(「
壺

」
)
、

初
音

、
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＼

胡

蝶

、
蛍

の
四

冊
が
現
存

し

な

い
た
め
、

全

て
通
村
本

の
記
述

か
ら
数

値

を
と

っ
た
。

数
値

を
出

す

に
あ
た

っ
て
は
、
次

の
方
法

を

用

い
た
。

 

(
1
)
先
行

注
釈

書

の
引
用

回
数

は
、

一
項

目
中

に
肩
付

が
見

ら
れ

た
も

 

 

の
を

ー

と
数
え

、
一
項

目
中

に
複
数

出

現
し

て
も

ー
と
し

て
数

え
る
。

 

(2
)

「
注
釈

総
数

」
は
、

(
1
)
で
数

え
た
先

行
注

釈
引

用

の
総
数

を

い

 

 

う
。

 

(
3
)

「注

釈
項

目
数

」

は
、
各
巻

の
注
釈
項

目

の
内
、

先
人

の
注
釈

書

 

 

を

一
つ
で
も
引

い

て
あ

る
も

の

の
総

数

を

い
う

。

 

(4
)

「項

目
実

数
」

は
、

項
目

の
み
で
注
釈

が
書

か
れ
て

い
な

い
項

目

 

 

数
を
、
「
項

目
数
」
か
ら
引

い
た
も

の
を

い
う
。
各

巻
毎

に
出

し
た

「
注

 

 

釈
項
目

数
」

を
、

そ

の
巻

の

「
項

目
実
数

」

で
割

っ
た
も

の
で
、

先

 

 

行
注
釈

書

を
用

い
た
項

目

の
割

合

を
出

す
。

 

(5
)
実
枝

の

「
独
自

注
」

に
関

し

て
は
、

「
箋
」

の
肩
付

と
、

「
諸
抄

誤

 

 

レ
リ
」
な

ど

の
引

用
注
釈

に
対

す

る
判
断

、

「
可
付
眼

」
と

い

っ
た
実

 

 

枝
が
物

語

り

に
対

し

て
踏

み
込

ん
だ
姿
勢

を

明
確

に
表

す

こ
と
ば

な

 

 

ど
を
数

え

た
。

一
つ
の
項
目

に
付

き
、
繰

り
返

し

こ
れ

ら

の
こ
と
ば

 

 

が
用

い
ら

れ
て

い

て
も

ー

と
し

て
数
え

る
。
此

数
字

は
実

枝

の
独

自

 

 

注

と
し

て
取
り
上

げ
ら

れ

る
最

低

限

の
も

の
で
あ

る
。

 

(6
)

「独

自

注
」

の
数

を
、

そ

の
巻

の

「項

目
実

数
」

で
割

っ
た

も

の

 

 

が
、
実

枝
独

自
注

の
割
合

と

な
る
。
(
い
ず

れ
も

割
合

に
は
%

を
用

い
、

 

 

小
数
点

一
桁

を

四
捨

五
入
し

た
。
)

 

例

え
ば
、

「
桐

」
「
壺

」
で
み

て

い
く

と
、

「桐

」
は
実
枝

の
独

自
注

が

二

一
項

目

に
み
ら

れ
、
注

釈
書

の
引

用

の
数

は
総

数

で
三

三
、
注

釈
書

を
引

用

し

て

い
る
項

目
数

は
三

〇

で
あ

っ
た
。
全

体

の
項
目

数

は
、
本
文

の
注

釈

は

一
二
四
項

目

で
あ

る
が
、
冒

頭

に
巻
名

の
説

明
等

を
し

て

い
る

の
で

一
二
五
項

目

と
し

て
、
実

枝

の
独
自

注

の
割

合

は

一
七
%
、

先
行

注

釈
書

の
引

用

の
割
合

は

二
五
%

と

な
る
。

一
方

「
壺

」
は
独

自
注

が

一
、
先

行

注

釈
書

の
引

用

の
数

は
総

数

で

三
七
六

、
先
行

注
釈
書

を
引

用

し

て

い
る

項

目
数

は

】
九
九

で
あ

っ
た
。
冒
頭

部
分

の
注

釈

が
な

い
の

で
、
全

項
目

数

は
本

文
注

釈
部

分

の
み

の
二

一
五
項

目

で
、
実

枝
独

自
注

は

ほ

ぼ
○

%
、

先

行
注

釈
書

引
用

の
割
合

は
九
三
%

と

な
る
。

 

「
桐

」

の
中

で
、

注
釈

書

を
引

用
し

な
が

ら
も
特

に
断

り
が

な

い
も

の

が

あ

る
こ

と
は
前
述

し

た
と

お
り

で
あ

る
が
、

こ

の
計
算
方

法

で
は
そ
う

し
た

も

の
に
関

し
て

は
、
注

釈
書

の
引

用
と

し
て
数

え
ら

れ

て

い
な

い
。

そ

の
為

、
結

果
と

し

て
出

て
く

る
数

値

は
厳

密

な
も

の
と

は

い
え
な

い
が
、

肩

付

に
注
釈
書

の
略

号

を
示

す

こ
と

の
意

味
合

い
も
含

め

て
考

え

れ
ば

、

そ

の
性

質

の
傾
向

を
う

か
が

う

の
に
、

さ
ほ

ど

の
支
障

は

な

い
と
し

た
。

 

こ

の
よ
う

に
し
て
出

し

た
数
値

を
、
表
②

に
巻
毎

の

一
覧

に
し

て
示

し

た
。
さ

ら

に
、
実

枝
独

自

注

の
割

合
を

縦
軸

、
先

行

注
釈
書

引

用

の
割

合

を

横

軸

と
し

て
、
各
巻

の
位

置

を
と

り
、
そ

の
分
布

状
況

を
表
③

に
示

し
た
。

 

な

お
、
先

行
注

釈
書

の
略

号

に

つ
い
て

は
、

次

の
通
り

で
あ

る
。

 

「
可

」

11

『河
海

抄

』 

 

「
由

」

11

『
花
鳥

余
情

』

 

「
玉
」

11

『弄
花

抄

』 

 

「
抄

」

11

『
明
星

抄
』
 

 

「
耳
」

11
不
明

 

表
③

を

み
る

と
、
か
な
り
広

い
範

囲

に
渡

っ
て

の
分
布

が
認

め

ら
れ

る
。

こ
れ

を
体
裁

に
よ

っ
て
分
類

し

た
五
種

類

と
照
ら

し
合

わ
せ

る
と
、

H

の

グ

ル
ー
プ
、

桐
壷

巻

(「
壺
」
)
、
初

音
巻

、
胡

蝶
巻

、
蛍
巻

が
、

ま

と
ま

っ

て
独
自

注

が
少

な
く
、

先
行

注
釈
書

引

用

の
割

合

が
高

い
と

い

っ
た
傾
向

を
示

し

て

い
る
。

一
方

で
m

の
グ

ル
ー
プ
、
常

夏
巻

、
篶

火
巻

、
野

分
巻

、

行
幸

巻

は
、

ま
と

ま

っ
て
独
自

注
が
多

く
、

先
行

注
釈
書

の
引
用

が
少

な

い
傾

向
を

示

し
て

い
る
。

こ

れ
を
体
裁

で
分

け

た
五
種
類

の
グ

ル
ー
プ

に
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表②
恥 項 目のみ 実技 可 艸 玉 抄 耳 注釈総数 注釈項目数 項目数 項目実数 実技注% 先行注釈%

桐 3 zi 12 20 0 1 0 33 30 125 122 17 25

壷 a 1 134 44 67 88 43 376 199 215 213 0 93

帯木 5 86 18 41 i 3 0 63 61 327 322 27 19

空蝉 5 io 14 8 0 0 0 zz 18 117 112 9 16

夕顔 8 50 30 24 0 6 0 60 51 346 338 15 is

若紫 1 29 10 ii 0 2 0 23 19 112 iii 26 17

末摘花 ii 57 zs 32 0 6 0 66 54 215 204 28 26

紅葉賀 3 25 15 20 0 3 0 38 30 162 159 is 19

花宴 3 16 7 14 0 6 0 27 21 104 101 is 21

初音 0 1 66 n 29 4 0 170 110 189 189 1 58

胡蝶 2 2 65 73 45 159 0 342 207 210 208 1 100

蛍 7 0 53 85 54 164 0 356 zii 224 217 0 97

常夏 23 77 17 19 12 34 0 82 69 289 266 29 26

簑火 z 16 2 3 5 4 0 14 8 51 49 33 16

野分 17 56 15 11 11 22 0 59 40 215 198 28 zo

行幸 5 47 14 is 3 ii 0 46 32 150 145 32 22

若菜上 4 2 3 7 1 a 0 11 S 73 69 3 12

若菜下 2 is 9 17 0 2 0 28 21 139 137 12 15

夕霧 S 6 0 1 0 0 0 1 1 121 113 5 1

御法 4 6 2 6 0 3 0 11 7 52 48 13 15

幻 z S 6 7 0 0 0 13 11 75 73 7 15

匂宮 8 30 7 14 3 i 0 25 20 179 in 18 12

紅梅 8 is 3 6 0 z 0 u 7 186 178 9 4

竹河 17 25 2 7 1 5 0 15 10 567 550 5 2

実枝注%
  34
  33

  32
  31
  30

  zs
  28
  27
  26

  25
  29
  23

  zz
  zi
  20
  19

  18
  17
  16
  15

  14
  13
  iz
  ii

  10

表③

4

2

1
0

紅梅

匂宮

幻

纂火

木
紫

箒
若

行幸

  ハ㌧

分 末摘花

紅葉賀 花宴
夕顔

御法
若菜下

空蝉

桐壺 「桐」

n

若菜上

初音

5 ]0     15     20     'L5     30     35     40     45     50

             胡蝶
         r
75  80  85  90  95  100先行注釈%
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属
す

る
巻

を
枠

で
囲

っ
て
み
る

と
、

そ
れ

ぞ
れ

が
、
あ

る
程
度

近

い
位

置

に
分

布

さ
れ

て

い
る
こ

と
が
分

か

る
。

こ
の

こ
と

か
ら
も
、

五
種
類

の
体

裁

の
相
違

は
、

注
釈
内

容

の
性

質

と
も
深

く
関

わ

る
も

の
で
あ

る
と

い
う

こ
と
が

い
え

る

の
で
は
な

い
だ

ろ
う

か
。

六
、
グ

ル
ー
プ
別
の
注
釈
内
容
の
検
討

 

こ

の
章

で
は
、
各

グ

ル
ー
プ

に
分
け

て
、
二
、
三
例

ず

つ
で
は
あ

る
が

、

具
体

的

に
注
釈

内
容

を
検

討
し

て

い
く
。
論

の
展
開

上
、

H
W

V
I
m

の

順

で
み

て

い
き
た

い
。

 

H
装
訂

b
外

題

A
11
桐
壺

(
「
壺
」
)
、
初

音
、

胡
蝶

、
蛍

の

四
冊
。

 
桐

壼

「
壼
」

巻

に
関

し

て

は
既

に
扱

っ
て

い
る

の
で
、
他

三
巻

の
内
容

を

み
て

い
く
。

 

「
初
音

巻
」

山
吹

に
も

て

は
や
し
給

へ
る

(七
六

六

11
) 

キ
ヌ

ク

ハ

 
 

リ

ノ
事
詳

花
鳥
 

功

西

ノ
タ

イ
ノ
姫

君

ニ

ハ
く

も
り

な
く
あ

か
き
山

 
 

吹

の
ほ

そ
な

か
ヲ

ン
ク
リ
給

ヘ
リ
…

…

(以
下

略
)

 

「
胡
蝶

巻
」

を

や
と

き

こ
え

ん

に
は

さ
し

な
ら

ひ
給

へ
ら
ん

(七
九

】

 
 

5
) 

艸

 
抄

源

ト
玉

か

つ
ら

ト

ハ
年

ハ
十

三
チ

カ
イ
也
 

右
近

力

 
 

心

ニ

ハ
源

ノ
物

ニ
ナ

シ
給

タ

ク
思
也

 
御

オ

ヤ

ニ

ハ
チ
ト

ニ
ケ
ナ

キ

 
 

ト
右

近

力
思
也

 

「
蛍
巻

」

ま

》
は

〉
の
は
ら

き
た

な
き

(
八

二
〇

6
)

可

功

玉

 
 

抄

は
ら

き
た
な

き

ト

ハ
心

ノ

ア
シ

キ
ヲ
云
也

 

ま

〉
子
ヲ

ニ
ク

ム
心

 
 

ノ
ア

ル
也

 

さ
や
う

ノ
方

ヲ

カ
ケ

ル
絵
物

語

ナ
ト

ヲ
心
見

ヘ
シ
ト
テ

 
 

エ
リ
除

キ
給

ヘ
ル
也
 

花
鳥

説
如

何

 

H

の
グ

ル
ー
プ

の
注
釈

は
、

注
釈
書

の
肩
付

が

な

い
場
合

も

『
明
星
抄

』

な
ど

か
ら

の
引

用

で
あ

る
。
実

枝
独

自
注

を

示
す

「
箋
」

が
、
初

音
巻

に

一
つ
、
胡
蝶

巻

に

二

つ
み

え
る

た
め

、

こ
の
四
巻

に
独
自

性

が
な

い
と
言

い
切

る

こ
と
は

で
き

な

い
が
、

先
行

注
釈
書

の
集

成
的
要

素

が
強

く
、

巻

自

体

の
独
自

性

は
極

め

て
少
な

い
、

と

い
う
傾
向

を

み
て
も

い

い
で
あ

ろ

う
。

 

N
装
訂

a
外

題

B
11
若

菜
上

・
若

菜

下

・
タ
霧

・
御

法

・
幻

の

五
冊
。

 

「若

菜
下

巻

」
さ

ま

て
も
あ

る

へ
き
事

な
り
や

は

二

一
七

六

7
) 

式

 

 

部

力
評
也
 

抑
如

此
物

ち
か
く

ま

い
り
給

ヘ
キ
事

カ

ハ
ト

云

二
況

ヤ

 

 
実

事

ハ
ト
罪

シ
テ
書

タ
リ

 

柏

木

の
最

初

の
密

通

の
場
面

で
あ

る
。

『
弄
花

抄
』
で
は

「
こ

れ
ほ

と

の

事

ま

て
も

思

ひ
よ
ら

さ
り

し
也

 

か
は

か
り
も

不
可
然

と
也

」
、
『
明
星
抄

』

「
物

語

の
評
な

り
 

又
柏

木

の
心

な
り
 

是
程
迄

も
思

ひ
よ

ら

さ
り

し
と

な
り

」
と

す
る
。

「
況

ヤ
実

事

ハ
ト
罪

シ
テ
書

タ
リ
」
は
実

枝

の
独

自
注

と

言

っ
て

い

い
で
あ

ろ
う
。

 

し
か

し

こ
う

し

た
独
自

注

は
そ

れ
ほ

ど
多
く

は
見

い
だ

せ
ず
、

肩
付

は

な

い
が
先

行
注

釈
書

か
ら

の
引

用

で
あ

る
注
釈

が
多

い
。

 

「
夕
霧

巻
」

北

の

か
た

(
=

二
四
五

10
) 

雲

井
雁

 

「
御
法

巻
」

中
宮

(
=

二
八
六

2
) 

明
石
也

 
立

后

ノ
事
前

ニ
ア
リ

 

「
幻
巻

」
妹

か

か
き
ね

に

(
一
四

一
六
6
)
 

ひ
と
り
し

て
聞

は

か
な

 

 

し

き
時
鳥

妹

か

か
き
ね

に
を

と
な

は
せ

は
や

 

こ
れ

ら
は
先

行
注

釈
書

か

ら

の
ほ
ぼ
同

文

の
引

用

で
あ

る
。

 

W

の
グ

ル
ー
プ

は
全
体

的

に
短

い
注
釈

が
多

く
、
先
行

す

る
注

釈

に
内

容
が

近

い
も

の
が
多

い
。

独
自

注

ら
し

い
も

の
も

み
ら
れ

る
が

、
そ

の
数

は
多

く

は
な
く

、
実

枝
が

源
氏

物
語

を
読

み
進

め

て

い
く
上

で
の
必
要

な

注
釈

を
簡

単

に
書

き
留

め

て
お

い
た
よ

う

に
も
受
け

取
れ

る
。

先
行

注
釈

書

の
集
成

か
ら
は
、

一
歩

進

ん
だ

注
釈
態

度

が

み
ら

れ

る
と

い
え

る
。
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V
装
訂

a
外
題
A
11
匂
宮

・
紅
梅

・
竹
河
の
三
冊
。

 

「匂
宮
巻
」
な
と

(
一
四
四

一
9
) 

作
者
ノ
詞
也
 
箋
日
つ
〉
ト
い

 
 
へ
る
類
也
 
な
と
ノ
詞
ノ
中
二
還
饗
ノ

一
会
ノ
儀
式
各
ノ
禄
物
以
下

 
 
ノ
事
善
尽
シ
美
尽
セ
リ
ト
推
量

ヘ
シ

 

「紅
梅
巻
」
こ
の
宮
な
と
め
て
給
さ
る
事
そ
か
し

二

四
五
七
9
) 

匂

 
 
宮
ノ
此
花

二
酩
酊
シ
給
無
余
儀
ト
也

 

「竹
河
巻
」
お
と
〉
北
の
方

二

五
〇
〇
6
) 

紅
梅
ト
真
木
柱
ト
也

 
 
此
段
ヨ
リ
ハ
此
分
也
 
可
付
意

 
V
の
グ

ル
ー
プ
に
み
え
る
注
釈
は
、
先
行
注
釈
書
を
そ
の
ま
ま
引
用
し

た
と
い
う
も
の
は
少
な
く
な
る
が
、
内
容
が
重
な
る
注
釈
が
多
い
。
匂
宮

巻
冒
頭

「筆
者
の
妙
術
也
」
や
竹
河
巻
の

「此

一
段
紫
式
部
力
五
十
四
帖

の
本
意
ヲ
申
顕
ス
也
」
な
ど
の
実
枝
な
ら
で
は
の
こ
と
ば
も
み
ら
れ
、
ま

た
先
行
の
諸
注
釈
を
比
較
検
討
し
た
項
目
も
あ
り
、
独
自
性
も
幾
分
み
ら

れ
る
内
容

と
な
っ
て
い
る
。

 
1
装
訂

a
外
題
C
11
桐
壺

(「桐
」
)
か
ら
花
宴
の
八
冊
。

 

「夕
顔
巻
」
ふ
く
い
と
く
ろ
う

(
=
二
六
6
) 

服
最
黒
也
 
右
近
力

 
 
服
ノ
色
ノ
深
也
 
主
君
ノ
服
ト
云
ヘ
ト
モ
源
二
揮
テ
重
服
ヲ
不
着
メ

 
 
軽
服
ヲ
着
シ
ケ
ル
ナ
ル
ヘ
シ
 
心
喪
二
依
テ
常
ヨ
リ
モ
色
深
キ
ヲ
着

 
 
ケ
ル
ニ
ヤ
 
河
海
有
異
説
不
用
之
 
河
海
云
清
少
納
言
枕
草
子
二
ふ

 
 
く
い
と
く
ろ
き
男
の
し
ら
は
り
き
た
る
云
ヒ 
源
光
行
俊
成
卿

二
此

 
 
物
語
ヲ
申
談
ノ
句
ヲ
切
リ
声
ヲ
指
ノ
時
此
処

二
至
テ
筆
ヲ
押

ヘ
テ
右

 
 
近
初
参
之
時
着
服
不
可
然
 
況
為
隠
密
如
何
ト
有
シ
ニ
枕
草
子
ニ
モ

 
 
此
詞
ア
リ
ト
テ
声
ヲ
清
テ
被
指

云
ヒ
謂
ハ
ふ
く
り
ト
く
ろ
き
也
 
顔

 
 
形
ノ
事
也
 
い
ト
リ
ト
五
音
相
通
ノ
字
也

云
ヒ
 
花
鳥

二
尤
可
然

 
 
見
河
海
云
ヒ 
錐
然
師
説
不
甘
心
之

 

「
若
紫
巻

」

か
ん

さ
し

(
一
五

七

5
) 

か
し

ら

つ
き
ヲ

云
卯
説

如
何

 

「紅

葉
賀

巻
」

か
ら

人

の
袖

ふ
る

(
二
一二
八

10
)
 

青
海

波

ハ
左

ノ
物

 

 
大

唐

ノ
楽

ナ

レ

ハ
外
国

ノ
事

ハ
遥

ニ
ノ
難

知

ケ

レ
共
昨

日

ノ
舞

ノ
手

 

 

ハ
難
忘

ト
也

箋

日
あ

は
れ

ト

ハ
舞

ノ
苦

労

ノ
由
也

 

一
向

二
仮
粧

 

 

タ

・
サ

ル
也

 
可

或
本

云
浦

人

の
袖

ふ
る

こ
と
は
遠

け

れ
と
浪

の
た

 

 

ち

ゐ

に
あ

は
れ

と
は

み

き

云
ヒ
 

楽

ノ
名

海

辺

ナ

レ

ハ
勿

論

也

云
ζ

 

 

河
 
抄

 

既
述

の
桐

壺

「
桐
」

で
検

討
し

た

よ
う

に
、

先
行

注
釈
書

の
比
較

検
討

が
よ

く
行

わ
れ

て

い
る
グ

ル
ー
プ

で
あ

る
。
実

枝

の
独
自
性

に
関

し

て

は
、

表

で
も
示

さ
れ

る
よ
う

に
巻

に
よ

っ
て
ば

ら

つ
き

が
あ

る
が
、

読

み

の
姿

勢

が

深
ま

っ
て

い
る

こ
と
が

う

か
が

わ
れ

る
。

 

m
装

訂

c
外
題

A

11
常
夏

・
筆

火

・
野
分
、

行
幸

の

四
巻

二
冊
。

 

「常

夏
巻

」
返

事

か
く

ゆ

へ
く

し
か
ら

す

は

(八

四
八

12
) 

箋

日

 

 

是

ハ
女

御

ノ
御
詞

也
 

此
返

事

か
く

の
こ

と
く
由
緒

と

も
を

ト
リ

コ

 

 

ミ
テ
あ

し

か
き

な
こ

そ
む

さ
し
野

ナ

ト
ノ

ヤ
ウ

ニ
カ
キ
給

ハ
ス

ハ
近

 

 

江
君

ノ
心

二
叶

マ
シ
キ
程

二
む

つ
か
し

け
れ

ハ
中
納

言

ニ

ユ
ツ
リ
給

 

 
也

 
此

段
諸

抄
漏

脱
不

可
然

 

「篭

火
巻

」

か

》
る
た
く

ひ

(八

五
六

1
) 

箋

日

源

ノ
心
也
 

か
は

 

 

か
り

け
ち

か
く

そ

ひ
ふ
し

ナ
カ

ラ

い
た

つ
ら

ナ

ル

ハ
世

二
た

く

ひ
ア

 

 

ラ

シ
ト
嘆
給

也
 

玉

か

つ
ら

の
心
と
見

ル
義

ハ
非
也

 

「
野
分
巻

」

こ
と

く

し
く

さ
き

な
を

ひ
そ

と

の
給

(八

七
三

9
)

 

 

少
云

同
家

ノ
中

ナ

レ

ハ
也

云
ζ
 

箋

日
玉

か

つ
ら

ヘ

ハ
下

二
に
ほ

ふ

 

 

心

ア

ル
故

こ
こ
な
た

二
刻

ヲ
ウ

ツ

シ
給

事

ヲ
人
し

れ
す

ト

お
ほ
す

ナ

 

 

ル

ヘ
シ

 

「
行
幸
巻

」

い
て
そ

こ
に
し
も

め

て
き

こ
え
給

は
む

(八

八
九

3
)
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源

ノ
詞

 

そ
こ

ト

ハ
紫

上

ヲ
の
給

へ
り

 
箋

日
け
し

か
ら

す

二
の
給

 
 

ト

モ
見

奉

り
給

ハ

・
人

よ
り
殊

こ
め

て
給

へ
き
物

ヲ
ト
戯
給

也

 
注

釈
名

が
明
記

さ

れ
て

い
る

も

の
に
対
し

て
も

、
「
箋

日
」
と
し

て
独

自

の
見
解

を
述

べ
て

い
る
。
特

に
肩
付

は
な
く
、

実

は

『明

星
抄

』
な

ど

の

引

い
て

い
る
も

の
も
多

い
が

、

そ
こ

に
は
実
枝

の
さ
ら

に
進

ん
だ
読

み
も

合

わ
せ

て
記

さ

れ

て
い
る
。

m

の
グ

ル
ー
プ

は
、
先

行
注

釈
書

を
検
討

吟

味

し
た
上

で
、
実

枝

が
自

己

の
注

釈
を

打

ち
出

し

た

と

い
う
傾

向

が
全
体

に
み
ら

れ
る
と

い
え

よ
う
。

七
、
お
わ
り

に

 
冒

頭

で
述

べ
た
通

り
、

『
山
下
水

』
は
未
完

の
注

釈
書

で
あ

る
。
実
枝

自

筆
本

の
体
裁

も
、
綴
葉
装

に
似

て

い
る
が
、
「
必
要

な
箇
所

に
そ

の
注

の
増

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(11
)

減

を
は

か
る

に
は
、

ま

こ
と

に
便

利

な
仮

の
綴
」

と
な

っ
て

い
る
。

本
稿

で
は

こ
の
未
完

の
状
態

が
、

実
枝

が
読

み
を
深

め

て

い
く
過
程

を
留

め

て

い
る

こ
と

に
注

目
し

、
五

つ
の
グ

ル
ー
プ

に
分

け

て
検
討

を
試

み
た
。

 

実
枝

は
源
氏

物
語

の
注
釈

書

の
作
成

に
あ
た

り
、

は
じ
め

は
、
先

人

の

諸

注
釈
書

を
集

め
、

そ

の
ま
ま
書

き
写

し

て
お

く

こ
と
で
、
諸

注

一
覧

と

し

て
用

い
て

い
た

よ
う

で
あ

る
。
そ

こ

に
自

ら

の
意
見

と
し

て

「
箋
」

を

差

し
込

み
、
ま

た
書

き
加

え

て

い

っ
た

の
で
あ

ろ
う

と
思
わ

れ

る
。
そ

の

初

期

の
段
階
が

、
実

枝
本

は
散

逸
し

て
し

ま

っ
た

「滋

表
紙
薄

紅

外
題

」

の
装
訂

の
冊
子

で
あ

り
、

一
定

量
を
超

え

た
と

こ
ろ

で
、
「
鳥

子
本

大
和
閉

也

無
表
紙

」

の
形

で
順
次

ま

と
め

ら
れ
、

さ
ら

に
独
自

性
が

強

い
注
釈
書

と
し

て
整
え

ら
れ

た
も

の
が
、

「
表
紙

萌
黄

外
題
薄

紅

」
の
装

訂

を
施

さ
れ

た
冊

子

で
あ

っ
た

の

で
は
な

い
か
。

 

こ

の
よ
う

に
『山

下
水

』
と

い
う
注

釈
書

に
は
、
次

第

に
読

み
が
深

ま

っ

て

い
く
様

相

が
歴

と
し

て
残

っ
て
お
り
、

こ
う
し

た
実

枝

の
あ

く

な
き
源

氏
物

語

研
究

が
、

三
条

西
家

の
源
氏

学

、

ひ

い
て
青
表

紙

本
系

統

の
本
文

の
定
着

へ
と
繋
が

っ
て

い

っ
た
も

の
と
思

わ
れ
る
。

註(1
) 
岡
野
道
夫

『三
条
西
家
と
源
氏
物
語
』
(『国
文
学
』
昭
和
四
十
四
年

一
月
)

(2
) 
実
枝
本
に
関
し
て
は
、
岡
罵
偉
久
子

「源
氏
物
語

「山
下
水
三
条
西
実
枝
自

 
 
筆
」
1
そ
の
書
誌
的
報
告
ー
」
(『ビ
ブ
リ
ア
』
第

一
〇
五
号
 
天
理
図
書
館
 
平

 
 
成
八
年
五
月
)
に
詳
し
い
。

(3
) 

『山
下
水
』
の
翻
刻
は
、
榎
本
正
純

『源
氏
物
語
山
下
水
の
研
究
』
(和
泉
書

 
 
院
 
平
成
八
年
二
月
)
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
本
稿
に
お
け
る

『山
下
水
』
本

 
 
文
は
、
稿
者
の
調
査
結
果
と
合
わ
せ
て
、
榎
本
氏
の
翻
刻
を
私
的
に
改
め
な
が

 
 
ら
引
用
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

(4
) 
池
田
亀
鑑
編
『源
氏
物
語
大
成
』
(中
央
公
論
社
 
昭
和
二
八
年
六
月
～
昭
和

 
 
二
九
年
二
月
)

(5
) 
玉
上
琢
弥
編
山
本
利
達
・石
田
穣
二
校
訂

『紫
明
抄
 
河
海
抄
』
(角
川
書
店

 
 
昭
和
四
十
三
年
六
月
)
河
海
抄
の
校
訂
担
当
は
石
田
穣
二
氏
。

(6
) 
伊
井
春
樹
編

『松
永
本
花
鳥
鯨
情
』
源
氏
物
語
古
注
集
成
第
1
巻

(桜
楓
社

 
 
昭
和
五
十
三
年
四
月
)

(7
) 
柳
井
滋

・
室
伏
信
助

・
大
朝
雄
二
・
鈴
木
日
出
男

・
藤
井
貞
和

・
今
西
祐

「

 
 
郎
校
注

『源
氏
物
語

一
～
五
』
新
日
本
古
典
文
学
大
系
19
～
23

(岩
波
書
店
 
平

 
 
成
五
年

一
月
～
九
年
三
月
)

(8
) 
伊
井
春
樹
編

『弄
花
抄
付
源
氏
物
語
聞
書
』
源
氏
物
語
古
注
集
成
第
8
巻

(桜

 
 
楓
社
 
昭
和
五
十
八
年
四
月
)

(9
) 
中
野
幸

一
編

『明
星
抄
 
種
玉
編
次
抄
 
雨
夜
談
抄
』
源
氏
物
語
古
註
釈
叢

 
 
刊
第
四
巻

(武
蔵
野
書
院
 
昭
和
五
十
五
年
十
二
月
)

(10
V 
中
野
幸

一
編

『眠
江
入
楚
』
源
氏
物
語
古
註
釈
叢
刊
第
六
～
九
巻

(武
蔵
野

 
 
書
院
 
昭
和
五
十
九
年
六
月
～
平
成
十
二
年
九
月
)

(11
) 
同
(2
)

 
 
 
 
 
 
 

(
ま

つ
ば

ら
 

し

の
ぶ

・
慶
應
義

塾
大

学
大

学
院

生
)
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